
佛
教
学
セ
ミ
ナ
ー
総
目
次
需
王
‐
二
需
漁
却
鴬
竪
型



第
一
号
（
昭
和
四
十
年
五
月
）
品
切
れ

大
乗
佛
教
に
つ
い
て
山
口
益

ｌ
そ
の
精
神
史
観
へ
の
一
試
孜
ｌ

天
台
法
界
観
の
系
譜
安
藤
俊
雄

鎌
倉
末
ｌ
南
北
朝
の
唯
識
宗
富
貴
原
章
信

「
往
生
要
集
』
の
思
想
的
意
義
坂
東
性
純

煩
悩
陣
所
知
障
と
人
法
二
無
我
舟
橋
尚
哉

＊

＊

＊

中
国
佛
教
へ
の
道
し
る
・
へ
㈹
横
超
慧
日

ウ
ィ
ー
ン
イ
ン
ド
学
研
究
所
の
近
況雲

井
昭
善

イ
ン
ド
・
ビ
ハ
ー
ル
州
立
四
研
究
所
の
現
状
日

ｌ
ナ
ー
ラ
ン
ダ
・
パ
ー
リ
研
究
所
ｌ

長
崎
法
潤

佛
教
に
お
け
る
有
形
な
る
も
の
と
無
形
な
る
も

の
（
上
）
ｌ
佛
教
学
と
真
宗
学
と
の
接
点
ｌ

舟
橋
一
哉

祭
祀
と
ブ
ッ
ダ
の
主
張
雲
井
昭
善

弥
勒
と
阿
逸
多
桜
部
建

梁
代
二
諦
思
想
の
特
質
福
島
光
哉

ｌ
僧
肇
の
二
諦
説
と
の
関
連
に
つ
い
て
Ｉ

第
二
号
（
四
十
年
十
月
）

品
切
れ

佛
教
に
お
け
る
有
形
な
る
も
の
と
無
形
な
る
も

の
（
下
）
ｌ
佛
教
学
と
真
宗
学
と
の
接
点
ｌ

舟
橋
一
哉

律
蔵
に
あ
ら
わ
れ
た
る
佛
伝
の
宗
教
性
に
つ
い

て
佐
左
木
教
悟

佛
教
の
現
実
的
性
格
安
井
広
済

Ｉ
無
常
・
無
我
・
空
の
思
想
の
意
味
す
る
と

こ
ろ
Ｉ

大
乗
に
お
け
る
相
即
の
論
理
の
内
景

ｌ
煩
悩
即
菩
提
の
思
想
に
つ
い
て
ｌ

鍵
主
良
敬

＊

＊

＊

中
国
佛
教
へ
の
道
し
る
べ
③
横
超
慧
日

イ
ン
ド
・
ビ
ハ
ー
ル
州
立
四
研
究
所
の
現
状
。

ｌ
ミ
テ
ィ
ラ
研
究
所
、
ジ
ャ
ー
ャ
ス
ワ
ー
ル

研
究
所
、
ヴ
ァ
イ
シ
ャ
リ
研
究
所
ｌ

長
崎
法
潤

＊

＊

＊

ル
イ
・
ド
・
ラ
・
ヴ
ァ
レ
ー
・
プ
ー
サ
ン
教
授

に
つ
い
て
の
略
述

＊
＊
＊

中
国
佛
教
へ
の
道
し
る
べ
③
横
超
慧
日

第
三
号
（
四
十
一
年
五
月
）
品
切
れ

第
四
号
（
四
十
一
年
十
月
）
品
切
れ

華
厳
経
に
お
け
る
寂
滅
道
場
と
祇
園
精
舎

ｌ
法
蔵
の
解
釈
を
主
と
し
て
ｌ山

田
亮
賢

チ
、
ヘ
ッ
ト
中
世
初
期
に
お
け
る
般
若
中
観
論
害

の
訳
出
（
上
）
稲
葉
正
就

所
引
の
経
論
を
中
心
に
し
た
中
観
宝
燈
論
の
考

察
（
二
諦
章
一
）
荷
葉
堅
正

竺
道
生
の
般
若
思
想
三
桐
慈
海

浬
薬
経
中
の
本
有
今
無
偶
に
つ
い
て

ｌ
佛
性
・
浬
藥
の
常
住
と
い
わ
れ
る
意
味
ｌ

張
曼
濤

＊

＊

＊

第
二
回
エ
ド
ワ
ー
ド
．
Ｆ
・
ギ
ャ
ラ
ヒ
ュ
ー

世
界
宗
教
会
議
に
参
加
し
て

坂
東
性
純

四
十
余
年
未
顕
真
実
の
意
義
横
超
慧
日

チ
ベ
ッ
ト
中
世
初
期
に
お
け
る
般
若
中
観
論
書

の
訳
出
（
下
）
稲
葉
正
就

第
五
号
（
四
十
二
年
五
月
）
品
切
れ

Ｅ
・
ラ
モ
ー
卜

大
谷
大
学
伽
教
学
研
究
室
訳
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智
慧
か
ら
慈
悲
へ
の
動
向
小
川
一
乗

ｌ
如
来
蔵
（
佛
性
）
思
想
の
本
意
ｌ

＊

＊

＊

イ
ン
ド
佛
教
へ
の
道
し
る
べ
①
舟
橋
一
哉

ｌ
原
始
佛
教
ｌ

欧
米
で
み
た
日
本
人
留
学
生
佐
為
木
現
順

＊

＊

＊

佛
教
学
の
方
法
論
に
つ
い
て
の
覚
え
害

上
田
義
文

宗
教
と
民
族
性
（
上
）
佐
倉
木
現
順

光
胤
の
唯
識
思
想
富
貴
原
章
信

華
厳
に
お
け
る
佛
の
光
明
に
つ
い
て
（
上
）

鍾
主
良
敬

＊

＊

＊

イ
ン
ド
佛
教
へ
の
道
し
る
今
へ
②
舟
橋
一
哉

ｌ
テ
ビ
ダ
ル
マ
佛
教
Ｉ

国
際
東
洋
学
者
会
議
に
出
席
し
て

桜
部
建

＊

＊

＊

チ
等
ヘ
ッ
ト
佛
典
に
つ
い
て
山
口
益

第
六
号
（
四
十
二
年
十
月
）
品
切
れ

第
七
号
（
四
十
三
年
五
月
）
品
切
れ

佛
教
研
究
に
つ
い
て
水
野
弘
元

宗
教
と
民
族
性
（
下
）
佐
々
木
現
順

華
厳
に
お
け
る
佛
の
光
明
に
つ
い
て
（
下
）

鍵
主
良
敬

＊

＊

＊

南
条
文
雄
先
生
雲
井
昭
善

ｌ
近
代
佛
教
学
研
究
の
先
駆
者
Ｉ

＊

＊

＊

フ
ラ
ン
ス
佛
教
学
・
日
本
学
に
つ
い
て
の
雑
感

白
土
わ
か

イ
ン
ド
佛
教
へ
の
道
し
る
、
へ
③
安
井
広
済

ｌ
中
観
佛
教
’

第
八
号
（
四
十
三
年
十
月
）
二
五
七
円

恵
心
僧
都
と
四
明
知
礼
（
上
）
安
藤
俊
雄

ｌ
趙
宋
期
に
お
け
る
日
中
天
台
の
交
流
ｌ

根
本
説
一
切
有
部
に
お
け
る
帰
依
三
宝
に
つ
い

て
佐
倉
木
教
悟

源
信
の
教
・
観
の
性
格
に
つ
い
て

ｌ
『
観
心
略
要
集
』
を
中
心
と
し
て
ｌ

坂
東
性
純

摂
大
乗
論
に
お
け
る
声
聞
乗
の
ア
ー
ラ
ヤ
の
異

門
片
野
道
雄

＊

＊

＊

常
盤
大
定
先
生
横
超
慧
日

ｌ
中
国
佛
教
史
研
究
の
大
成
者
ｌ

＊

＊
＊

佛
教
に
お
け
る
体
系
と
創
造
玉
城
康
四
郎

第
九
号
（
四
十
四
年
五
月
）
二
五
七
円

俄
悔
に
つ
い
て
山
口
益

恵
心
僧
都
と
四
明
知
礼
（
下
）
安
藤
俊
雄

ｌ
趙
宋
期
に
お
け
る
日
中
天
台
の
交
流
ｌ

狂
言
綺
語
に
つ
い
て
白
土
わ
か

＊

＊

＊

ド
ク
ト
ル
渡
辺
海
旭
桜
部
建

ｌ
真
に
学
を
愛
し
た
「
現
代
的
佛
者
」
ｌ

＊

＊

＊

イ
ン
ド
佛
教
史
へ
の
道
し
る
筆
へ
佐
灸
木
教
悟

ワ
シ
ン
ト
ン
大
学
の
イ
ン
ド
学
一
郷
正
道

＊

＊

＊

「
肇
諭
研
究
」
に
見
え
た
る
慧
達
序
の
読
み
方

に
対
す
る
私
見
神
田
喜
一
郎

第
十
号
（
四
十
四
年
十
月
）
二
五
七
円

真
空
妙
有
舟
橋
一
哉

Ｉ
佛
教
学
と
真
宗
学
と
の
接
点
ｌ

プ
ラ
マ
ー
ナ
・
ブ
ー
ル
テ
ィ
カ
為
自
比
量
章
の
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順
位
長
崎
法
潤

僧
叡
の
研
究
（
上
）
古
田
和
弘

＊

＊

＊

佐
伯
定
胤
老
師
富
貴
原
章
信

ｌ
法
隆
寺
の
故
和
上
を
偲
ん
で
Ｉ

＊

＊

＊

イ
ン
ド
佛
教
へ
の
道
し
る
べ
④
安
井
広
済

ｌ
唯
識
佛
教
’

第
十
一
号
（
四
十
五
年
五
月
）
三
○
九
円

浄
土
に
つ
い
て
山
口
益

Ａ
・
Ｊ
・
ト
イ
ン
ビ
ー
の
佛
教
観

桜
部
建

十
随
念
の
成
立
過
程
吉
元
信
行

僧
叡
の
研
究
（
下
）
古
田
和
弘

＊

＊

＊

イ
ン
ド
佛
教
へ
の
道
し
る
ぺ
⑤
佐
々
木
教
悟

ｌ
戒
律
佛
教
ｌ

＊

＊

＊

ホ
ン
コ
ン
・
タ
イ
ワ
ン
佛
教
学
へ
の
望
蜀
の
言

佐
を
木
現
順

旅
行
記
ｌ
現
代
世
界
の
佛
教
に
寄
せ
る
関
心
ｌ

坂
東
性
純

劉
宋
慧
観
の
法
華
経
観
横
超
慧
日

実
相
の
世
界
安
井
広
済

ｌ
龍
樹
に
お
け
る
空
の
論
理
の
考
察
ｌ

念
佛
の
象
徴
性
坂
東
性
純

八
識
思
想
の
成
立
に
つ
い
て
舟
橋
尚
哉

ｌ
樗
伽
経
の
成
立
年
時
を
め
ぐ
っ
て
Ｉ

＊

＊

＊

過
去
佛
思
想
に
つ
い
て
宮
坂
宥
勝

第
十
二
号
（
四
十
五
年
十
月
）
三
○
九
円

釈
尊
に
お
け
る
対
機
説
法
舟
橋
一
哉

’
一
人
と
一
人
と
の
対
話
ｌ

有
漏
の
分
別
智
に
つ
い
て
鍵
主
良
敬

ｌ
華
厳
学
へ
の
一
試
論
ｌ

菩
均
撰
四
論
玄
義
八
不
義
に
つ
い
て
①

ｌ
大
乗
玄
論
八
不
義
と
の
比
較
対
照
’

三
桐
慈
海

菩
提
心
に
つ
い
て
平
野
修

Ｉ
初
歓
喜
地
の
問
題
Ｉ

＊

＊

＊

原
始
佛
教
研
究
の
道
し
る
べ
①
佐
萄
木
現
順

モ
ン
ゴ
ル
・
ソ
連
の
佛
教
事
情
坂
東
性
純

第
十
三
号
（
四
十
六
年
五
月
）
三
○
九
円

佛
教
に
み
ら
れ
る
国
屋
鼻
陣
の
影
響渡

辺
顕
信

＊

＊

＊

原
始
佛
教
研
究
の
道
し
る
べ
⑨
佐
々
木
現
順

第
十
四
号
（
四
十
六
年
十
月
）
三
○
九
円

人
間
的
存
在
の
構
造
①
佐
倉
木
現
順

ｌ
生
と
死
ｌ

「
も
四
も
の
勗
旦
笥
戸
の
芹
ｏ
曰
①
Ｈ
ず
ゆ
肘
片
田
」
を
一
一
証

し
て
荷
葉
堅
正

唯
識
二
十
論
に
お
け
る
胃
昏
四
に
つ
い
て

大
崎
昭
子

籾
伽
宗
考
八
木
信
佳

＊

＊

＊

赤
沼
智
善
先
生
舟
橋
一
哉

ｌ
堅
実
な
る
学
風
の
人
ｌ

、
、
ヘ
ル
ン
ハ
ル
ト
博
士
の
客
死
を
悼
む佐

友
木
現
順

＊

や
小

＊

日
本
民
族
性
と
佛
教
の
発
展
①
鈴
木
大
拙

第
十
五
号
（
四
十
七
年
五
月
）
三
六
○
円

人
間
的
存
在
の
構
造
②
佐
灸
木
現
順

ｌ
生
と
死
Ｉ
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初
期
佛
教
の
業
思
想
に
つ
い
て
舟
橋
一
哉

Ｉ
相
応
部
の
一
経
典
の
解
釈
を
め
ぐ
っ
て
ｌ

人
間
的
存
在
の
構
造
③
佐
々
木
現
順

ｌ
生
と
死
Ｉ

梵
網
経
の
形
態
白
土
わ
か

「
大
乗
」
に
お
け
る
佛
教
の
全
的
把
握
の
た
め

に
１
入
中
論
第
一
章
第
一
’
四
偶
ｌ小

川
一
乗

法
雲
の
佛
身
説
木
村
宣
彰

＊

＊

＊

チ
ベ
ッ
ト
文
献
研
究
へ
の
道
し
る
、
へ
④

稲
葉
正
就

＊

＊

＊

日
本
民
族
性
と
佛
教
の
発
展
③
鈴
木
大
拙

初
期
。
〈
－
リ
佛
典
に
見
え
る
「
疑
」
の
語
に
つ

い
て
桜
部
建

法
華
玄
義
の
教
相
論
福
島
光
哉

智
韻
の
佛
性
思
想
大
野
栄
人

＊

＊

＊

日
本
民
族
性
と
佛
教
の
発
展
②
鈴
木
大
拙

円
頓
戒
の
根
本
問
題
恵
谷
隆
戒

第
十
六
号
（
四
十
七
年
十
月
）
三
六
○
円

第
十
七
号
（
四
十
八
年
五
月
）
三
六
○
円

佛
身
観
の
思
想
史
的
展
開
山
口
益

プ
ラ
マ
ー
ナ
・
ミ
ー
マ
ー
ン
サ
ー
の
意
味

１
１
℃
目
』
』
．
？
〃
』
』
．
喝
を
中
心
に
し
て
ｌ

長
崎
法
潤

大
乗
玄
論
の
八
不
義
三
桐
慈
海

ｌ
慧
均
撰
八
不
義
に
つ
い
て
②
ｌ

第
五
・
第
六
菩
薩
地
に
対
す
る
世
親
註
の
骨
格

平
野
修

＊

＊

＊

佐
灸
木
月
樵
先
生
山
田
亮
賢

ｌ
近
代
の
教
学
を
荷
負
し
た
情
熱
の
人
ｌ

ハ
ン
ブ
ル
ク
大
学
の
印
度
学
研
究

田
端
哲
哉

＊

＊

＊

日
本
民
族
性
と
佛
教
の
発
展
㈱
鈴
木
大
拙

第
十
八
号
（
四
十
八
年
十
月
）
四
一
二
円

初
唐
法
宝
の
佛
性
説
に
つ
い
て
富
貴
原
章
信

佛
教
に
お
け
る
僧
伽
の
基
本
的
理
念
に
つ
い
て

佐
々
木
教
悟

如
来
性
起
経
典
の
怪
鍵
主
良
敬

ｌ
そ
の
正
体
を
め
ぐ
る
常
盤
・
高
峰
説
へ
の

疑
義
Ｉ

第
十
九
号
（
四
十
九
年
五
月
）
四
一
二
円

中
国
佛
教
研
究
法
私
見
横
超
慧
日

Ｉ
特
に
初
歩
の
学
生
諸
君
の
た
め
に
１

入
傍
伽
経
に
あ
ら
わ
れ
る
人
法
二
無
我
の
教
説

に
つ
い
て
安
井
広
済

無
色
界
と
さ
と
り
坂
東
性
純

中
辺
分
別
論
（
障
品
）
の
和
訳
並
び
に
研
究
②

舟
橋
尚
哉

＊

＊

＊

チ
ベ
ッ
ト
文
献
研
究
へ
の
道
し
る
尋
へ
⑨

稲
葉
正
就

＊

＊

＊

続
佐
々
木
月
樵
先
生
山
田
亮
賢

ｌ
近
代
教
学
を
荷
負
し
た
情
熱
の
人
’

第
二
十
九
回
パ
リ
国
際
東
洋
学
者
会
議
に
加
わ

っ
て
佐
々
木
現
順

第
二
十
号
（
四
十
九
年
十
月
）
品
切
れ

業
に
関
す
る
若
干
の
考
察
水
野
弘
元
弧

中
辺
分
別
論
（
障
品
）
の
和
訳
並
び
に
研
究
⑳

舟
橋
尚
哉

無
性
の
学
流
に
つ
い
て
片
野
道
雄

ｌ
チ
ベ
ッ
ト
訳
を
テ
キ
ス
ト
と
し
て
Ｉ



律
蔵
と
カ
ル
マ
ン
平
川
彰

佛
教
に
お
け
る
業
論
展
開
の
一
側
面

ｌ
原
始
佛
教
か
ら
ア
ビ
ダ
ル
マ
佛
教
へ
ｌ

舟
橋
一
哉

業
論
の
本
質
佐
左
木
現
順

功
徳
を
廻
施
す
る
と
い
う
考
え
方

桜
部
建

原
始
佛
教
に
お
け
る
帰
依
と
業
吉
元
信
行

南
方
佛
教
の
業
思
想
野
禽
目
了

成
業
論
の
原
典
に
対
す
る
一
疑
問

山
口
益

中
観
学
説
に
お
け
る
業
の
理
解
安
井
広
済

ｌ
『
中
論
』
第
十
七
章
「
業
と
果
の
考
察
」

の
研
究
Ｉ

佛
性
の
業
小
川
一
乗

ｌ
厭
離
徹
士
・
欣
求
浄
土
ｌ

中
辺
分
別
論
に
お
け
る
煩
悩
と
業

舟
橋
尚
哉

菩
薩
行
と
し
て
の
業
片
野
道
雄

ｌ
摂
大
乗
論
無
性
註
第
二
章
第
三
十
四
節

解
読
ｌ

成
佛
の
道
と
業
横
超
慧
日

ｌ
般
若
経
と
浬
薬
経
を
中
心
に
ｌ

華
厳
に
お
け
る
業
性
の
論
理
鍵
主
良
敬

天
台
止
観
と
業
相
福
島
光
哉

第
二
十
一
号
（
五
十
年
五
月
）
六
一
八
円

佛
教
経
典
現
代
語
訳
の
諸
問
題
桜
部
建

永
久
年
中
書
写
出
家
作
法
に
つ
い
て白

土
わ
か

浄
土
の
意
義
に
つ
い
て
三
桐
慈
海

中
辺
分
別
論
（
障
品
）
の
和
訳
並
び
に
研
究
⑥

舟
橋
尚
哉

＊

隈

＊

Ｅ
・
フ
ラ
ウ
ワ
ル
ナ
ー
博
士
の
逝
去
を
悼
む

雲
井
昭
善

現
代
中
国
の
佛
教
事
情
富
沢
慶
栄

＊

＊

＊

業
報
説
の
受
容
と
神
滅
不
滅
木
村

『
往
生
要
集
」
に
お
け
る
業
思
想

坂
東

日
本
霊
異
記
に
お
け
る
因
果
応
報
思
想

ｌ
と
く
に
そ
の
系
譜
に
つ
い
て
ｌ

白
土

親
鶯
聖
人
の
業
思
想
稲
葉

親
鶯
に
お
け
る
宿
業
の
問
題
幡
谷

イ
ン
ド
思
想
と
業
雲
井

Ｉ
序
章
ｌ

マ
ハ
ー
ヴ
ィ
ー
ラ
の
業
説
長
崎

法
潤

わ
か

秀
賢明

昭
善

性
純

宜
彰

佛
教
の
基
本
的
な
立
場
に
つ
い
て

ｌ
親
撫
の
「
主
上
臣
下
背
法
違
義
」
と

釈
尊
の
「
依
法
不
依
人
」
と
の
関
連

性
を
求
め
て
ｌ

舟
橋
一
哉

富
貴
原
章
信
博
士
追
憶
桜
部
建

禅
定
と
三
昧
雲
井
昭
善

ｌ
佛
教
と
ヨ
ー
ガ
派
と
の
関
わ
り
ｌ

念
佛
と
峨
悔
坂
東
性
純

Ｑ
ｐ
Ｐ
Ｈ
ｐ
Ｈ
口
脚
ロ
ロ
ロ
ぽ
い
貝
貝
冒
燭
む
ゅ
営
む
Ｐ
庁
陣

に
つ
い
て
上
杉
豊
明

＊

＊

ド
イ
ツ
印
度
学
界
の
現
状
玉
井
威

比
丘
の
戒
体
発
得
と
受
具
に
つ
い
て佐

左
木
教
悟

バ
ル
ラ
ー
ム
と
ヨ
サ
フ
ァ
ー
ト
渡
辺
愛
子

佛
・
法
・
僧
佐
倉
木
現
順

＊

＊
＊

現
代
社
会
に
お
け
る
人
間
の
問
題
（
上
）

安
藤
俊
雄

第
二
十
二
号
（
五
十
年
十
月
）
六
一
八
円

第
二
十
三
号
（
五
十
一
年
五
月
）
六
一
八
円

Qワ
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＊

＊

＊

華
厳
教
学
に
お
け
る
正
統
と
異
端

鎌
田
茂
雄

現
代
社
会
に
お
け
る
人
間
の
問
題
（
下
）

安
藤
俊
雄

第
二
十
四
号
（
五
十
一
年
十
月
）
六
一
八
円

佛
教
学
徒
の
反
省
横
超
慧
日

奉
先
源
清
の
止
観
思
想
福
島
光
哉

『
大
智
度
論
』
の
著
者
に
つ
い
て

１
国
．
門
四
日
ｇ
扇
ゞ
、
《
ロ
関
ぐ
国
厨
閉
曾
・
囲

己
宮
号
笛
目
且
、
の
旨
①
Ｃ
三
①
二
①
〕
］
ご
ｌ

玉
井
威

説
一
切
有
部
の
極
微
論
研
究
上
杉
宣
明

在
家
戒
の
授
受
に
つ
い
て
大
沢
伸
雄

’
四
分
律
行
事
妙
導
俗
化
方

篇
を
中
心
と
し
て
ｌ

恒
科
応
諾
国
際
日
本
学
学
術
会
議
管
見
（
上
）

ｌ
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
佛
教
学
者
と
の
関
連
ｌ

佐
為
木
現
順

＊

＊

＊

韓
国
に
お
け
る
「
世
界
佛
教
学
術
会
議
」
に
出

席
し
て
雲
井
昭
善

第
二
十
五
号
（
五
十
一
一
年
五
月
）
七
一
二
円

般
若
灯
論
釈
「
諸
法
不
自
生
」
論
野
沢
静
證

チ
尋
ヘ
ッ
ト
佛
典
に
つ
い
て
稲
葉
正
就

ｌ
山
口
益
先
生
の
労
作
を
中
心
と
し
て
ｌ

「
大
乗
の
佛
道
体
系
」
に
お
け
る
弘
誓
に
つ
い

て
佐
々
木
教
悟

中
観
佛
教
か
ら
真
言
密
教
へ
高
田
仁
覚

劉
乢
の
無
量
義
経
序
古
田
和
弘

起
信
論
に
お
け
る
生
滅
縁
起
に
つ
い
て一

色
順
心

恒
瀞
虎
評
国
際
日
本
学
学
術
会
議
管
見
（
下
）

Ｉ
日
本
文
化
と
佛
教
学
ｌ

佐
々
木
現
順

＊

＊

説
一
切
有
部
の
思
想
を
め
ぐ
っ
て

梶
山
雄
一

第
二
十
六
号
（
五
十
二
年
十
月
）
七
二
一
円

佛
陀
の
教
説
と
空
の
思
想
安
井
広
済

ｌ
『
中
諭
』
第
二
十
四
章

「
四
聖
諦
の
考
察
」
の
研
究
ｌ

旨
烏
匂
い
（
最
勝
智
）
と
段
日
ぐ
冒
く
い
目
凰
冨

（
世
間
的
直
接
智
）
長
崎
法
潤

ｌ
も
Ｈ
四
目
劉
口
四
日
目
昌
昌
、
国

を
中
心
に
し
て
ｌ

吉
蔵
の
注
疏
に
み
ら
れ
る
宗
教
的
課
題

三
桐
慈
海

元
暁
の
浬
渠
宗
要
木
村
宣
彰

ｌ
特
に
浄
影
寺
慧
遠
と
の
関
連
ｌ

ｚ
閏
口
肖
号
名
胃
甘
呂
①
§
（
名
色
差
別
論
）

ｌ
第
三
の
差
別
ｌ

柏
原
信
行

十
十

＊

＊

韓
国
佛
教
史
蹟
踏
査
記
村
松
法
文

イ
ン
ド
に
お
け
る
最
近
の
倶
舎
論
研
究
の
業
績

の
一
、
二
に
つ
い
て
桜
部
建

智
韻
の
権
実
二
智
論
福
島
光
哉

大
乗
荘
厳
経
論
の
原
典
考
舟
橋
尚
哉

Ｉ
求
法
品
を
中
心
と
し
て
Ｉ

無
性
造
「
摂
大
乗
論
註
」
序
章
の
解
読

片
野
道
雄

＊

＊

＊

イ
ン
ド
学
へ
の
道
し
る
べ
雲
井
昭
善

ｌ
素
描
ｌ

依
他
起
性
を
め
ぐ
っ
て
武
内
紹
晃

第
二
十
八
号
（
五
十
三
年
十
月
）
七
一
二
円

初
期
佛
教
に
お
け
る
縁
起
説
の
位
置
づ
け

第
二
十
七
号
（
五
十
三
年
五
月
）
七
一
二
円
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ｌ
Ｉ
三
枝
教
授
の
批
判
に
答
え
る
ｌ

舟
橋
一
哉

自
性
清
浄
心
の
背
景
鍵
主
良
敬

Ｉ
真
諦
訳
摂
大
乗
論
の
場
合
ｌ

大
乗
菩
薩
道
に
お
け
る
「
唯
」
の
思
想

小
川
一
乗

唯
識
説
に
お
け
る
法
と
瑞
伽
行
小
谷
信
千
代

＊

＊

＊

ヘ
ル
ム
ー
ト
・
フ
ォ
ン
・
グ
ラ
ー
ゼ
ナ
ッ
プ
博

士
ｌ
高
貴
な
る
魂
の
学
Ｉ
佐
々
木
現
順

テ
ー
ラ
ワ
ー
ダ
佛
教
と
大
乗
佛
教Ｗ

・
ラ
ー
フ
ラ

長
崎
法
潤
（
訳
）

第
二
十
九
号
（
五
十
四
年
五
月
）
七
二
一
円

念
佛
と
戒
坂
東
性
純

最
澄
の
梵
網
戒
受
容
と
本
覚
思
想

白
土
わ
か

滅
諦
・
浬
藥
・
彼
分
浬
藥
吉
元
信
行

説
一
切
有
部
の
「
三
世
実
有
」
説

’
三
世
と
実
有
の
原
語
と
概
念
ｌ

田
端
哲
哉

ヨ
ー
ガ
哲
学
に
お
け
る
転
変
と
時
間山

下
幸
一

パ
ー
タ
リ
プ
ト
ラ
（
固
い
怠
』
ゼ
ロ
茸
Ｐ

勺
騨
農
冒
陣
曾
）
考
雲
井
昭
善

法
華
玄
論
の
撰
述
に
つ
い
て
三
桐
慈
海

曇
始
と
高
句
麗
佛
教
木
村
宣
彰

＊

＊

＊

密
教
の
特
質
松
長
有
慶

教
観
相
依
に
思
う
福
島
光
哉

般
若
の
空
・
慧
と
恨
羅
波
羅
蜜
佐
を
木
教
悟

戒
本
の
謂
出
と
そ
の
意
義
佐
を
木
教
悟

ｌ
上
座
部
佛
教
の
僧
伽
を
中
心
と
し
て
Ｉ

中
国
佛
教
に
お
け
る
佛
性
思
想
の
一
側
面

古
田
和
弘

阿
毘
達
磨
佛
教
の
言
語
論
上
杉
宣
明

１
名
・
句
・
文
ｌ

苦
と
苦
観
・
苦
滅
観
の
問
題
山
口
恵
照

ｌ
ウ
パ
’
一
シ
ャ
ッ
ド
の
考
察
か
ら
ｌ

＊

＊

＊

佛
教
に
お
け
る
留
目
目
（
信
）
の
概
念

Ｈ
・
サ
ッ
ダ
ー
テ
ィ
ッ
サ

柏
原
信
行
（
訳
）

第
三
十
一
号
（
五
十
五
年
五
月
）
七
二
一
円

４９

第
三
十
号
（
五
十
四
年
十
月
）
七
二
一
円

第
三
十
二
号
（
五
十
五
年
十
月
）
八
二
四
円

連
続
と
瞬
間
佐
々
木
現
順

ｌ
佛
教
学
を
志
す
学
生
の
為
に
ｌ

天
台
智
顎
の
浬
渠
経
五
行
の
解
釈

福
島
光
哉

大
乗
荘
厳
経
論
の
研
究
舟
橋
尚
哉

ｌ
菩
提
品
第
三
十
八
偶
’

第
五
十
五
偶
を
中
心
と
し
て
ｌ

明
恵
上
人
の
念
佛
観
坂
東
性
純

江
南
佛
蹟
行
記
（
下
）
三
桐
慈
海

大
内
文
雄

龍
樹
の
空
の
学
説
と
自
我
の
問
題

安
井
広
済

摂
大
乗
論
の
造
論
の
意
趣
に
つ
い
て片

野
道
雄

琉
伽
師
地
論
と
大
乗
荘
厳
経
論
小
谷
信
千
代

華
厳
教
学
に
お
け
る
三
宝
説
に
つ
い
て一

色
順
心

『
ア
ビ
ダ
ル
マ
・
デ
ィ
ー
パ
』
に
言
及
さ
れ
る

サ
ー
ン
キ
ャ
説
に
つ
い
て
山
下
幸
一

江
南
佛
蹟
行
記
（
上
）
三
桐
慈
海

大
内
文
雄

第
三
十
三
号
（
五
十
六
年
五
月
）
八
二
四
円



印
度
歴
遊
宮
下
晴
輝

第
三
十
四
号
（
五
十
六
年
十
月
）
八
二
四
円

倶
舎
論
に
説
か
れ
る
「
言
」
と
「
見
」

ｌ
ジ
ャ
イ
｜
一
博
士
の
所
論
に
関
連
し
て
ｌ

桜
部
建

賢
首
法
蔵
に
於
け
る
智
慧
観
の
一
側
面

鍵
主
良
敬

李
通
玄
の
伝
記
に
つ
い
て
稲
岡
智
賢

ｚ
胃
く
房
四
壱
秒
も
境
ゆ
く
①
皆
‐
Ｑ
彦
胃
四
日
に
つ
い
て

ｌ
無
分
別
智
と
後
得
智
の
典
拠
と
し
て
ｌ

松
田
和
信

仏
教
と
ジ
ャ
イ
ナ
教
長
崎
法
潤

Ｉ
五
戒
、
八
斎
戒
を
中
心
に
し
て
Ｉ

曼
殊
院
蔵
『
胎
』
印
信
断
簡
に
つ
い
て

白
土
わ
か

佛
性
思
想
に
お
け
る
空
性
の
問
題

小
川
一
乗

『
大
乗
大
義
章
」
に
お
け
る
空
の
論
義
に
つ
い

て
ロ
バ
ー
ト
．
Ｆ
・
ロ
ー
ズ

ぼ
ろ
つ
く
ろ
い
桜
部
建

旅
行
記
タ
イ
の
僧
院
を
訪
ね
て

第
三
十
五
号
（
五
十
七
年
五
月
）
八
二
四
円

大
澤
伸
雄

＊

＊

現
象
世
界
の
聖
化
立
川
武
蔵

ｌ
『
中
論
』
二
十
六
章
に
お
け
る
縁
起
１

日
浄
５
国
丙
○
＃
四
吋
色
ｌ
い
い
四
口
届
甸
吋
騨
函
目
．
①
ロ
蕨
具

命
ロ
①
〔
澤
街
昇
冒
色
口
扁
０
国
ｑ
庁
○
百
号
○
国
目
①
ロ

ト

ー
罰
○
日
四
国
厨
①
口
目
①
ｘ
１

心
染
有
情
染
心
浄
有
情
浄
桜
部
建

智
慨
の
阿
梨
耶
識
観
織
田
顕
祐

「
心
（
ｏ
詳
冨
）
」
の
語
義
解
釈
兵
藤
一
夫

Ｉ
特
に
ヴ
ァ
ス
バ
ン
ド
ゥ
の
立
場
を
中
心
に

し
て
ｌ

『
分
別
縁
起
初
勝
法
門
経
（
シ
ご
く
ｇ
』

ｌ
経
量
部
世
親
の
縁
起
説
ｌ

松
田
和
信

＊

＊

＊

研
究
生
活
の
歩
み
横
超
慧
日

ｌ
学
生
時
代
を
し
の
び
て
Ｉ

．
切
法
因
縁
生
の
縁
起
」
を
め
ぐ
っ
て

舟
橋
一
哉

第
三
十
六
号
（
五
十
七
年
十
月
）
八
二
四
円

第
三
十
七
号
（
五
十
八
年
五
月
）
八
二
四
円

認
識
過
程
（
四
ぐ
侭
３
９
〕
曽
画
．
④
乱
曽
〕

昏
倒
四
目
）
に
つ
い
て
長
崎
法
潤

弥
勒
佛
の
出
世
に
つ
い
て
木
村
宣
彰

ｌ
特
に
そ
の
時
節
を
中
心
に
ｌ

海
外
だ
よ
り
カ
ル
カ
ッ
タ
と
サ
ン
ス
ク
リ
ッ

ト
・
コ
レ
ッ
ジ
の
こ
と
山
下
幸
一

＊

＊

＊

研
究
生
活
の
歩
み
横
超
慧
日

ｌ
中
国
佛
教
研
究
に
着
手
し
た
こ
ろ
ｌ

「
二
十
論
』
と
『
三
十
論
』
に
み
ら
れ
る
経
量

部
的
前
提
，
間
．
、
呂
目
昏
凹
尻
の
口

加
治
洋
一
（
訳
）

第
三
十
八
号
（
五
十
八
年
十
月
）
八
二
四
円

大
乗
菩
薩
の
證
入
次
第
に
つ
い
て

ｌ
摂
大
乗
論
総
標
綱
要
分
管
見
ｌ

佐
倉
木
教
悟

ネ
パ
ー
ル
諸
写
本
対
比
に
よ
る
大
乗
荘
厳
経
論

の
原
典
考
舟
橋
尚
哉

’
第
一
章
、
第
二
章
、
第
三
章
を
中
心
と
し

て
ｌ

「
如
来
種
」
に
つ
い
て
古
田
和
弘

最
澄
に
於
け
る
円
戒
受
容
の
問
題

山
崎
欣
弥

Ｌ
・
シ
ュ
ミ
ッ
ト
ハ
ウ
ゼ
ン
「
初
期
佛
教
に
お
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け
る
〃
智
″
と
〃
覚
″
に
つ
い
て
の
叙
述
あ
る

い
は
理
論
の
諸
相
に
つ
い
て
」
桜
部
建

国
陣
の
ロ
ロ
①
Ｆ
Ｐ
目
○
茸
①
教
授
の
御
逝
去
と
フ
ラ

ン
ス
仏
教
学
の
最
近
の
趨
勢
白
土
わ
か

倶
舎
論
註
釈
書
目
昌
昌
亘
言
の
試
訳

’
第
七
章
第
一
偶
よ
り
第
六
偶
ま
で
ｌ

宮
下
晴
輝

第
三
十
九
号
（
五
十
九
年
五
月
）
千
三
十
円

大
乗
唯
識
思
想
の
成
立
片
野
道
雄

ｌ
ツ
ォ
ン
カ
・
〈
所
引
の
『
中
辺
分
別
論
』
所

説
を
通
じ
て
ｌ

心
理
的
諸
概
念
の
大
乗
ア
ビ
ダ
ル
マ
的
分
析

ｌ
善
心
所
ｌ

吉
元
信
行

復
礼
法
師
の
伝
記
と
そ
の
周
辺
一
色
順
心

飛
華
落
葉
を
観
じ
て
悟
る
も
の
白
土
わ
か

ｗ
・
ラ
イ
「
中
国
の
中
観
論
者
に
お
け
る
二
諦

の
非
二
元
性
’
三
諦
の
起
源
ｌ
」

三
桐
慈
海

米
国
チ
ベ
ッ
ト
仏
教
学
者
訪
問
記

小
谷
信
千
代

サ
ン
ガ
の
分
裂
を
誠
告
す
る
ア
シ
ョ
ー
カ
法
勅

ｌ
第
三
結
集
の
歴
史
性
に
つ
い
て
１

Ｎ
．
Ａ
・
ジ
ャ
ヤ
ヴ
ィ
ク
ラ
ム

加
治
洋
一
（
訳
）

ぐ
儲
巨
ｇ
且
冒
に
お
け
る
三
帰
依
の
規
定
と
そ

の
応
用
松
田
和
信

第
四
十
号
（
五
十
九
年
十
月
）
千
三
十
円

「
釈
尊
観
」
を
め
ぐ
る
一
、
二
の
視
点

雲
井
昭
善

ツ
ォ
ン
カ
パ
の
世
俗
諦
論
小
川
一
乗

四
分
律
行
事
紗
に
お
け
る
浬
築
経
の
受
容

大
澤
伸
雄

法
蔵
教
学
に
於
け
る
始
教
と
終
教

ｌ
『
五
教
章
』
と
『
探
玄
記
』
の
相
違
を
め

ぐ
っ
て
ｌ

赤
尾
栄
慶

Ｊ
・
ｗ
・
ポ
イ
ド
『
サ
タ
ン
と
魔
ｌ
キ
リ
ス

ト
教
お
よ
び
仏
教
の
邪
悪
の
シ
ン
ポ
ル
ー
』

桜
部
建

Ｌ
・
シ
ュ
ミ
遥
ト
ハ
ウ
ゼ
ン
「
阿
毘
達
磨
集
論

の
見
道
規
定
と
そ
の
チ
、
、
ヘ
ッ
ト
註
釈
（
特
に
プ

ト
ン
の
註
釈
に
関
し
て
）
」
小
谷
信
千
代

ス
リ
ラ
ン
カ
の
仏
教
研
究
事
情
柏
原
信
行

ア
ピ
ダ
ル
マ
研
究
（
湯
田
国
胃
口
国
シ
”
冒
隆
‐

⑳
円
己
ロ
胃
両
ｚ
）

１
．
五
瀧
論
と
五
事
論Ｅ

・
フ
ラ
ウ
ワ
ル
ナ
ー

第
四
十
一
号
（
六
十
年
五
月
）
千
三
十
円

日
本
天
台
へ
の
道
白
土
わ
か

ゲ
ル
ク
派
小
史
（
上
）
ツ
ル
テ
ィ
ム
・
ケ
サ
ン

小
谷
信
千
代

色
法
の
主
観
的
認
識
上
杉
宣
明

ｌ
員
昌
弓
昌
こ
の
解
釈
を
め
ぐ
っ
て
ｌ

求
道
の
旗
手
に
つ
い
て
山
口
恵
照

Ｉ
ウ
パ
｝
一
シ
ャ
ッ
ド
対
話
篇
か
ら
ｌ

チ
ベ
ッ
ト
佛
教
研
究
の
昨
今
小
川
一
乗

＊

＊

＊

毘
盧
遮
那
佛
の
説
法
氏
家
覚
勝

第
四
十
二
号
（
六
十
年
十
月
）
千
三
十
円

勝
震
経
宝
窟
に
お
け
る
俳
性
義
三
桐
慈
海

維
摩
詰
経
と
毘
摩
羅
詰
経
木
村
宣
彰

ゲ
ル
ク
派
小
史
（
下
）
ツ
ル
テ
ィ
ム
・
ケ
サ
ン

小
谷
信
千
代

「
三
彌
底
部
論
』
の
研
究
加
治
洋
一

ｌ
我
に
関
す
る
章
ｌ
〈
上
〉

応
用
仏
教
学
へ
の
一
志
向
吉
元
信
行

ウ
ィ
ス
コ
ン
シ
ン
大
学
に
お
け
る
浄
土
教
ジ
ョ

イ
ン
ト
・
セ
ミ
ナ
ー
参
加
報
告
宮
下
晴
輝

＊

＊

＊ 宮
下
晴
輝
（
訳
）
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初
期
仏
教
研
究
の
回
顧
桜
部
建

第
四
十
三
号
（
六
十
一
年
五
月
）
千
三
十
円

世
間
現
批
と
清
浄
現
量
提
崎
法
潤

繰
飢
轌
鉢
『
唯
謹
一
干
頌
』
の
原
典
考
、
並

び
に
「
唯
識
二
十
論
』
第
一
偶
第
二
偶
の
原
本

に
つ
い
て
舟
橋
尚
哉

Ｉ
Ｆ
曾
一
本
の
原
本
を
求
め
て
Ｉ

説
一
切
有
部
の
修
行
体
系
に
お
け
る
信

ｌ
随
信
行
・
信
勝
解
を
手
掛
り
に
し
て
ｌ

兵
藤
一
夫

＊

・
不

＊

『
往
生
要
集
』
の
別
相
観
福
原
隆
善

ｌ
『
観
仏
三
昧
海
経
』
の
影
響
を
め
ぐ
っ

て
Ｉ

中
国
撰
述
仙
典
と
大
蔵
経
木
村
宣
彰

ネ

ド

＊

唯
識
思
想
体
系
に
お
け
る
、
我
意
識
に
つ
い
て

服
部
正
明

野
沢
静
証
先
生
を
追
悼
し
て
小
川
一
乗

『
法
華
玄
義
』
に
お
け
る
宗
と
体

ｌ
経
典
研
究
法
に
関
す
る
一
考
察
Ｉ

第
四
十
四
号
（
六
十
一
年
十
月
）
千
三
十
円

福
島
光
哉

ツ
ォ
ン
カ
パ
の
解
明
す
る
シ
ャ
ー
ン
タ
ラ
ク
シ

タ
の
中
観
思
想
片
野
道
雄

ｌ
『
善
説
心
髄
』
試
解
Ｉ

菩
薩
の
行
位
と
華
厳
の
成
仏
説
に
つ
い
て

一
色
順
心

ス
リ
ラ
ン
カ
に
お
け
る
供
養
（
自
蔵
）柏

原
信
行

華
厳
の
空
観
の
一
側
面
鍵
主
良
敬

ｌ
賢
首
法
蔵
の
所
説
を
手
掛
り
に
ｌ

『
倶
舎
論
』
に
お
け
る
本
無
今
有
論
の
背
景

ｌ
『
勝
義
空
性
経
』
の
解
釈
を
め
ぐ
っ
て
ｌ

宮
下
晴
輝

梵
文
称
友
造
『
倶
舎
論
疏
』
随
眠
品
の
欠
落
箇

所
に
つ
い
て
舟
橋
一
哉

第
四
十
五
号
（
六
十
二
年
五
月
）
千
三
十
円

南
岳
慧
思
後
身
説
古
田
和
弘

『
法
華
三
昧
峨
儀
』
研
究
序
説

ロ
バ
ー
ト
Ｆ
・
ロ
ー
ズ

南
岳
慧
思
の
頓
覚
説
山
野
俊
郎

ｌ
頓
覚
と
行
位
の
問
題
を
中
心
と
し
て
１

国
胃
ご
冒
日
Ｐ
‐
呂
凰
の
解
脱
へ
の
道

ｌ
匿
口
の
に
み
る
ヨ
ー
ガ
の
階
梯
Ｉ

浅
野
玄
誠

Ｓ
・
コ
リ
ン
ズ
「
「
我
」
な
き
人
間
ｌ
テ
ー

ラ
ヴ
ァ
ー
ダ
仏
教
に
お
け
る
心
象
と
思
想
』

桜
部
建

学
や

＊

職
伽
行
中
観
派
の
思
想
一
郷
正
道

第
四
十
六
号
（
六
十
二
年
十
月
）
千
三
十
円

仏
教
に
お
け
る
「
対
論
」
と
は
何
か

ｌ
チ
ャ
ン
ド
ラ
キ
ー
ル
テ
ィ
の
場
合
ｌ

小
川
一
乗

三
世
実
有
説
再
考
吉
元
信
行

ｌ
そ
の
原
語
と
思
想
的
背
景
ｌ

『
三
彌
底
部
論
』
の
研
究
加
治
洋
一

ｌ
我
に
関
す
る
章
ｌ
〈
中
〉

ネ
パ
ー
ル
写
本
と
私
舟
橋
尚
哉

ｌ
『
大
乗
荘
厳
経
諭
』
テ
キ
ス
ト
校
訂
雑

感
ｌ

中
央
ア
ジ
ア
出
土
『
首
桝
厳
三
昧
経
』
梵
文
写

本
残
葉
ｌ
イ
ン
ド
省
図
書
館
の
知
ら
れ
ざ
る
ヘ
ル

ン
レ
・
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
ー

松
田
和
信

＊

＊

叩
一
ハ

シ
曾
丙
Ｐ
戯
《
↑
の
ｏ
冨
閏
ロ
）
》
同
昌
目尻

．
”
．
ｚ
日
日
四
口

第
四
十
七
号
（
六
十
三
年
五
月
）
千
三
十
円
師



パ
ー
リ
語
文
献
に
あ
ら
わ
れ
た
る
四
念
処
の
修

習
に
つ
い
て
佐
倉
木
教
悟

ラ
ム
リ
ム
チ
ェ
ン
モ
（
止
の
章
）
の
和
訳
日

ツ
ル
テ
ィ
ム
・
ケ
サ
ン

真
妄
か
ら
理
事
へ
織
田
顕
祐

ｌ
法
蔵
の
智
倣
観
ｌ

現
観
辺
智
諦
現
観
宮
下
晴
輝

＊

＊

＊

『
成
唯
識
論
』
の
文
献
上
の
性
格
と
思
想
の
特

徴
渡
辺
隆
生

維
摩
詰
所
説
経
と
吉
欣
三
桐
慈
海

五
種
法
身
説
木
村
宣
彰

ｌ
中
国
佛
教
初
期
に
お
け
る
法
身
説
の
一
類

型
ｌ

チ
ム
・
ジ
ャ
ン
ピ
ー
ャ
ン
の
「
倶
舎
論
釈
』

（
第
六
章
賢
聖
品
）
の
和
訳
㈲
小
谷
信
千
代

『
順
正
理
論
』
の
三
世
実
有
説
福
田
琢

＊

＊

＊

ジ
ュ
ニ
ャ
ー
ナ
シ
ュ
リ
ー
ミ
ト
ラ
の
ア
ポ
ー
ハ

論
桂
紹
隆

第
四
十
八
号
（
六
十
三
年
十
月
）
千
三
十
円

第
四
十
九
号
（
平
成
元
年
五
月
）
千
三
十
円

唯
識
思
想
の
成
立
に
つ
い
て
舟
橋
尚
哉

ｌ
唯
心
か
ら
唯
識
へ
ｌ

ラ
ム
リ
ム
チ
ェ
ン
モ
（
止
の
章
）
の
和
訳
口

小
谷
信
千
代

非
択
滅
無
為
宮
下
晴
輝

研
究
雑
感
白
館
戒
雲

先
師
富
貴
原
章
信
博
士
追
慕
稲
垣
淳
造

ハ
ー
バ
ー
ド
大
学
の
仏
教
学

Ｉ
一
学
生
の
視
点
か
ら
１

口
パ
ー
ト
Ｆ
・
ロ
ー
ズ

第
五
十
号
（
元
年
十
月
）
千
円

永
明
延
寿
の
浄
土
思
想
福
島
光
哉

ツ
ォ
ン
カ
パ
の
中
観
仏
教
了
義
説
序

ｌ
『
善
説
心
髄
』
二
、
Ｂ
ｌ
Ｑ
、
仙
試
解
Ｉ

片
野
道
雄

沈
み
込
み
ｅ
拭
侭
官
）
と
昂
ぶ
り
（
品
＆

層
）
小
谷
信
千
代

『
維
摩
経
』
を
機
縁
と
し
て
長
尾
雅
人

ｌ
否
定
と
肯
定
の
二
方
向
に
つ
い
て
Ｉ

「
現
観
荘
厳
諭
明
義
釈
の
注
釈
、
真
髄
荘
厳
」

和
訳
㈹
兵
藤
一
夫

第
五
十
一
号
（
二
年
五
月
）
千
円

仏
教
学
か
ら
学
ん
だ
も
の
鍵
主
良
敬

ｌ
「
如
是
我
聞
」
に
つ
い
て
ｌ

華
厳
教
学
に
お
け
る
願
行
に
つ
い
て

ｌ
法
蔵
の
所
説
を
中
心
に
ｌ

一
色
順
心

「
三
卿
底
部
論
』
の
研
究
加
治
洋
一

ｌ
我
に
閏
す
る
章
ｌ
〈
下
〉

初
期
ジ
ャ
イ
ナ
教
の
教
理
杉
岡
信
行

ｌ
…
目
に
つ
い
て
ｌ

吉
蔵
の
死
不
怖
諭
三
桐
慈
海

ジ
ェ
イ
ン
・
ヴ
ィ
シ
ュ
ヴ
ァ
・
バ
ラ
テ
ィ

テ
ー
ラ
・
ハ
ン
タ
派
ジ
ャ
イ
ナ
教
研
究
所

橋
本
篤
司

Ｈ
並
の
誓
願
渡
辺
宝
陽

第
五
十
二
号
（
二
年
十
月
）
千
円

業
論
に
対
す
る
龍
樹
の
批
判
小
川
一
乗

原
始
仏
教
に
お
け
る
三
十
七
道
品
の
形
成

吉
元
信
行

浄
影
寺
慧
遠
に
お
け
る
依
持
と
縁
起
の
背
景
に

つ
い
て
織
田
顕
祐

「
摂
大
乗
諭
』
の
一
節
（
第
二
章
二
十
四
節
）

に
つ
い
て
片
野
道
雄

サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
事
始
め
長
崎
法
潤

ｌ
明
治
の
求
法
僧
Ｉ
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